
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2019 年 6 月 23 日（日）～24 日（月）にかけて、「2019 連合平

和行動 in 沖縄」にＪＲ総連の仲間とともに参加しました。 

「語り継ぐ戦争の実相と運動の継続で恒久平和を実現しよう」

のスローガンのもと、連合構成組織の約 1,300 人が結集した平和

オキナワ集会やピースフィールドワーク等を行いました。 

 平和オキナワ集会では、平和アピールが読み上げられ、「慰霊

の日」を迎えた沖縄にて、沖縄戦において犠牲となった全ての

人々に心から哀悼の意を捧げ、戦争の惨劇と非人間性の実相を強く心に刻み、鎮魂と不戦の誓いを新た

にすることや、「在日米軍基地の整理・縮小」「日米地位協定の抜本的見直し」を強く求めること、そし

て、今後も粘り強く平和運動を推し進めていくことを確認しました。ピースフィールドワークでは、連

合構成組織の青年・女性組合員のガイドで、辺野古新基地建設や嘉手納基地等の踏査を行い、沖縄の現

状を学んできました。 
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